新


未相続農地の申請について

　未相続農地を売買・貸借する場合は、基本的には相続が完了してからの申請となりますが、相続関係が明らかであり、申請者が真の所有者であることが確認できれば未相続農地のままでも申請できる場合があります。

· 農業経営基盤強化促進法による売買の場合

未相続農地の売買は、相続登記が完了していないと行えません。相続が完了した後に売買の申請を行ってください。

◆ 農業経営基盤強化促進法による貸借の場合

２０年を超えない利用権設定の場合、相続人の持分の過半の同意で行えます。ただし、２０年を超える利用権設定の場合は相続人全員の同意が必要です。

· 農地法第3条による売買・貸借の場合

相続人全員の同意が必要です。

· 農地法第4条、5条による売買・貸借の場合（転用）

相続人全員の同意が必要です。

【必要な添付書類】

通常の農地法申請書類に加えて、以下の書類が必要です。

1 相続関係説明図

2 相続権利者を証明するもの（戸籍謄本、除籍謄本、遺産分割協議書など）

3 相続人の同意書　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【文書取扱】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎市農業委員会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡：21-1784


